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二
〇
〇
四
年
私
営
企
業
抽
出
調
査

私
営
企
業
は
三
三
四
万
社
に

■
『
国
際
金
融
報
』
２
・
４

中
国
の
国
家
権
威
部
門
が
進
め
て
い
る

「
二
〇
〇
四
年
全
国
私
営
企
業
抽
出
（
サ

ン
プ
リ
ン
グ
）
調
査
」
の
結
果
が
二
月
三

日
、
北
京
で
公
表
さ
れ
た
。
調
査
は
既
に

六
回
目
を
数
え
る
。
同
報
告
に
よ
る
と
二

〇
〇
四
年
の
上
半
期
に
お
い
て
、
中
国
の

私
営
企
業
の
累
計
登
記
は
三
三
四
万
社
に

達
し
て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
に
比
べ
て
一

三
一
万
社
増
加
し
て
い
る
。
多
く
は
東
沿

岸
部
に
集
中
し
て
お
り
、
中
で
も
江
蘇
、

広
東
、

江
、
上
海
、
山
東
、
北
京
の
六

つ
の
地
域
で
全
体
の
過
半
数
を
占
め
て
い

る
。私

営
企
業
の
増
加
に
伴
い
、
そ
の
業
務

内
容
も
多
様
化
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
社

会
的
サ
ー
ビ
ス
や
研
究
開
発
な
ど
の
科
学

技
術
分
野
が
伸
び
て
き
て
い
る
。
な
お
、

教
育
文
化
と
健
康
関
連
産
業
に
お
け
る
私

営
企
業
の
割
合
は
全
体
の
四
％
で
、
電

力
・
ガ
ス
な
ど
の
公
共
事
業
分
野
で
営
業

を
行
っ
て
い
る
企
業
も
全
体
の
一
・
六
％

を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

バ
ー
コ
ー
ド
市
場
が

年
率
35
％
の
伸
び

■
『
チ
ャ
イ
ナ
ネ
ッ
ト
』
２
・
４

中
国
の
自
動
認
識
装
置
市
場
が
急
拡
大

し
て
い
る
。
と
り
わ
け
バ
ー
コ
ー
ド
関
連

市
場
の
規
模
は
毎
年
三
五
％
の
ス
ピ
ー
ド

で
伸
び
て
お
り
、
世
界
で
最
も
成
長
の
速

い
国
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年
末
ま
で
に
中

国
の
バ
ー
コ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
団
体
に
加
盟

す
る
メ
ン
バ
ー
は
十
数
万
社
に
達
し
、
バ

ー
コ
ー
ド
が
添
付
さ
れ
て
い
る
製
品
は
一

〇
〇
万
ア
イ
テ
ム
を
上
回
っ
た
。

一
方
、
中
国
の
無
線
タ
グ
関
連
産
業
は

歩
み
出
し
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
成
熟
し
た

基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

中
国
製
品
コ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
の
張
成
海
常

務
副
主
任
は
「
無
線
タ
グ
技
術
は
、
将
来

的
に
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
分
野
で
の
応
用

が
爆
発
的
に
伸
び
る
と
見
て
い
る
。
同
時

に
、
そ
の
他
の
分
野
、
例
え
ば
車
輌
管
理
、

帳
票
管
理
、
警
備
管
理
な
ど
の
分
野
で
の

活
用
も
大
幅
に
伸
び
る
」
と
し
て
い
る
。

欧
米
先
進
諸
国
に
お
け
る
無
線
タ
グ
技

術
お
よ
び
市
場
の
急
速
な
拡
大
は
、
中
国

に
と
っ
て
も
一
つ
の
手
本
と
な
り
得
る
。
し

か
し
、
先
進
諸
国
が
そ
れ
を
利
用
し
て
発

展
途
上
国
に
対
し
新
た
な
貿
易
障
壁
を
設

け
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
は
今
後
も
社

会
的
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
と
、

専
門
家
た
ち
は
指
摘
し
て
い
る
。

天
津
に
国
際
保
税
物
流
園
区

上
海
、
大
連
に
続
き
三
都
市
目

■
『
今
晩
報
』
２
・
24

国
務
院
は
天
津
市
の
保
税
区
と
港
の
相

互
発
展
の
た
め
に
、
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
国
際
保
税
物
流
園
区
の
建
設
を

承
認
し
た
。
現
在
、
税
関
（
海
関
総
署
）

な
ど
五
つ
の
関
連
委
員
会
は
保
税
物
流
園

区
試
行
実
施
法
案
に
基
づ
く
承
認
作
業
を

進
め
て
い
る
が
、
天
津
は
上
海
、
大
連
に

次
ぐ
三
番
目
の
国
家
認
可
実
施
法
案
都
市

と
な
る
。

現
在
、
保
税
区
管
理
委
員
会
と
天
津
税

関
お
よ
び
、
天
津
港
集
団
公
司
が
三
月
の

開
設
に
向
け
て
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
四
〇
以
上
の
企
業
と
の
契
約
交

渉
が
進
ん
で
お
り
、
既
に
ア
メ
リ
カ
・
日

本
・
ス
イ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
大
手
企

業
十
数
社
と
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

韓
国
Ｌ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
が

中
国
に
物
流
子
会
社
設
立

■
『
京
華
時
報
』
２
・
25

二
月
二
四
日
、
Ｌ
Ｇ
（
中
国
）
は
中
国

に
物
流
子
会
社
、
Ｌ
Ｇ
（
中
国
）
物
流
を

設
立
す
る
と
発
表
し
た
。
二
〇
〇
四
年
五

月
よ
り
韓
国
の
物
流
専
門
家
を
中
国
に
派

遣
し
、
物
流
市
場
を
分
析
さ
せ
る
な
ど
事

前
準
備
を
行
っ
た
。
既
に
五
〇
〇
万
ド
ル

を
超
え
る
先
行
投
資
も
行
っ
た
と
い
う
。
Ｌ

Ｇ
電
子
、
Ｌ
Ｇ
化
学
、
Ｌ
Ｇ
建
設
な
ど
、

中
国
で
事
業
を
展
開
す
る
Ｌ
Ｇ
グ
ル
ー
プ

各
社
の
物
流
業
務
の
運
営
を
今
後
、
全
て

Ｌ
Ｇ
（
中
国
）
物
流
に
委
託
す
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
中
国
市
場
に
お
け
る
競
争
優
位

を
図
る
と
い
う
。
Ｌ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
は
中
国

で
い
く
つ
も
の
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
な

か
で
も
Ｌ
Ｇ
電
子
は
一
九
営
業
法
人
と
九

営
業
子
会
社
を
持
つ
中
核
事
業
と
な
っ
て

い
る
。

国
家
郵
政
局
の
再
編
進
む

中
郵
物
流
と
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
合
併

■
『
新
京
報
』
２
・
25

中
国
国
家
郵
政
局
の
改
革
が
進
ん
で
い

る
。
内
部
情
報
筋
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

国
家
郵
政
局
の
直
轄
と
な
っ
て
い
た
中
郵

物
流
有
限
責
任
公
司
と
郵
政
速
達
局
（
Ｅ

Ｍ
Ｓ
）
を
近
く
合
併
す
る
。
ま
ず
北
京
報

部
に
て
合
併
を
行
い
、
そ
の
後
、
二
〇
〇

五
年
中
に
各
地
の
合
併
を
終
え
る
と
い
う
。

青
島
港
の
拡
張
工
事
が
完
了

世
界
最
大
規
模
の
コ
ン
テ
ナ
港
に

■
『
人
民
日
報
』
２
・
26

青
島
港
の
第
三
期
拡
張
工
事
が
完
了
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
同
港
は
規
模
・
水
深

と
も
世
界
最
大
を
誇
る
先
端
的
国
際
港
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
青
島
港
は
第
三
期
拡

張
工
事
と
し
て
計
二
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・

七
バ
ー
ス
の
建
設
を
計
画
。
う
ち
四
バ
ー

ス
は
二
〇
〇
三
年
九
月
に
完
成
。
残
る
三

バ
ー
ス
も
二
〇
〇
四
年
十
二
月
二
九
日
に

竣
工
。
い
ず
れ
も
水
深
は
一
七
・
五
メ
ー

ト
ル
で
、
二
八
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
大
型
コ

ン
テ
ナ
船
が
同
時
に
七
隻
停
泊
で
き
る
。
こ

の
規
模
の
バ
ー
ス
を
一
年
で
三
つ
も
建
設

す
る
の
は
驚
異
的
な
ス
ピ
ー
ド
。
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ア
パ
レ
ル
品
の
輸
出
に
許
可
証

二
〇
〇
以
上
の
商
品
が
対
象

■
『
人
民
日
報
』
２
・
26

三
月
一
日
か
ら
、
紡
績
品
の
輸
出
手
続

き
に
輸
出
許
可
書
が
必
要
に
な
る
。
行
政

に
よ
る
紡
績
品
輸
出
量
の
数
量
管
理
が
そ

の
目
的
。
こ
れ
に
伴
い
商
務
部
は
「
紡
績

品
輸
出
自
動
許
可
暫
行
弁
法
」
を
領
布
し

た
。
三
月
よ
り
施
行
す
る
。
ブ
ラ
ウ
ス
、

肌
着
、
ズ
ボ
ン
、
子
供
服
な
ど
二
〇
〇
を

超
え
る
商
品
コ
ー
ド
の
紡
績
品
が
対
象
に

な
る
。
商
務
部
外
国
貿
易
長
の
責
任
者
に

よ
る
と
、
同
弁
法
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
促
進
し
、
紡
績
品
貿
易
を
一
元
管
理

で
き
た
後
、
紡
績
品
輸
出
の
自
動
許
可
管

理
に
移
行
し
て
い
く
と
い
う
。

山
西
省
の
輸
出
入
が
急
増

六
億
八
八
五
〇
万
ド
ル
に

■
『
人
民
日
報
』（
太
原
地
方
版
）
２
・
26

今
年
一
月
、
山
西
省
の
輸
出
入
貿
易
は

大
幅
な
増
加
を
遂
げ
た
。
山
西
省
の
総
輸

出
入
総
額
は
約
六
億
八
八
五
〇
万
ド
ル
で
、

自
己
輸
出
入
総
額
は
四
億
五
〇
〇
〇
万
ド

ル
、
う
ち
輸
出
は
三
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
、

輸
入
は
一
億
三
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
な
っ
た
。

主
な
輸
出
品
と
し
て
は
太
原
名
産
の
コ
ー

ク
ス
が
伸
び
を
み
せ
て
い
る
が
、
機
械
製

品
も
増
加
し
て
い
る
。

主
要
輸
出
先
を
み
る
と
、
韓
国
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
の
三
国
の
輸
出
総
額
が
五
〇
〇

〇
万
ド
ル
と
依
然
と
し
て
突
出
し
て
お
り
、

続
く
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ロ
シ
ア
と

の
差
は
二
倍
以
上
あ
る
。
主
要
輸
出
企
業

別
に
み
る
と
、
国
営
企
業
の
輸
出
入
は
二

億
八
〇
〇
〇
万
ド
ル
、
輸
出
ラ
イ
セ
ン
ス

を
持
つ
民
間
企
業
が
四
一
五
五
万
ド
ル
、

個
人
企
業
が
七
二
八
六
万
ド
ル
で
あ
る
。

山
西
省
は
輸
出
入
貿
易
の
新
た
な
基
地
と

な
り
つ
つ
あ
る
。

清
華
大
学
が
物
流
研
究
セ
ン
タ
ー

米
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
と
共
同
で

■
『
北
京
晩
報
』
２
・
27

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準
備
と
実
施
期
間
に

お
い
て
物
流
は
重
要
な
役
割
を
担
う
。
そ

の
た
め
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
控
え
、
清
華
大
学
と
ア
メ
リ
カ
の
ノ

ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
大
学
は
共
同
で
物
流
研

究
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
準
備
し
て
い
る
。
今

年
か
ら
二
〇
〇
八
年
ま
で
毎
年
、
物
流
問

題
検
討
会
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

こ
れ
以
前
か
ら
清
華
大
学
で
は
学
内
に

先
進
的
な
物
流
実
験
室
（
物
流
総
合
研
究

所
）
を
設
け
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
物
資
プ

ロ
グ
ラ
ム
作
り
と
在
庫
管
理
に
つ
い
て
の

研
究
を
進
め
て
い
た
。
同
大
工
業
工
程
学

部
の
物
流
専
門
教
授
に
よ
る
と
昨
年
、
同

大
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
物
流
準
備
の
専
門

チ
ー
ム
を
作
り
、
二
〇
〇
八
年
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
「
物
流
規
則
制

定
」
に
参
与
す
る
と
共
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
村
の
公
共
車
両
プ
ラ
ン
の
策
定
、
物
流

配
送
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
チ
ケ

ッ
ト
業
務
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
な
ど
に
取
り

組
ん
だ
と
い
う
。

今
年
の
電
力
需
要
は

十
三
％
増
の
見
込
み

■
『
人
民
日
報
』
２
・
27

中
国
の
二
〇
〇
五
年
の
電
力
需
要
は
、

二
兆
四
五
六
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
に

達
す
る
見
込
み
だ
。
前
年
と
比
較
し
て
二

八
二
五
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
、
約
十
三
％

増
加
す
る
。
電
力
不
足
は
前
年
よ
り
や
や

緩
和
さ
れ
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
深
刻

な
状
況
が
続
く
と
み
ら
れ
る
。
発
電
能
力

は
全
国
で
二
〇
〇
〇
万
〜
二
五
〇
〇
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
程
度
不
足
す
る
見
込
み
。

中
国
電
力
企
業
連
合
会
が
二
月
二
六
日
、

電
力
需
給
情
勢
予
測
発
表
会
で
発
表
し
た
。

中
国
の
二
〇
〇
四
年
の
電
力
消
費
量
は

二
兆
一
七
三
五
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
で
、

前
年
比
一
四
・
九
％
増
と
改
革
開
放
以
来
、

二
〇
〇
三
年
に
続
く
高
成
長
を
記
録
し
て

い
る
。
ま
た
同
年
の
発
電
量
も
二
兆
一
八

七
〇
億
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
同
一
四
・
八
％
増
）

で
史
上
最
高
だ
っ
た
。

国
際
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

管
理
サ
ミ
ッ
ト
開
催

■
『
解
放
日
報
』
２
・
28

ア
メ
リ
カ
企
業
と
上
海
の
雑
誌
社
『
国

際
市
場
』
と
の
共
催
で
、「
二
〇
〇
五
年

国
際
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
サ
ミ
ッ
ト
」

が
五
月
十
二
日
に
上
海
科
技
館
に
て
開
催

さ
れ
る
。
国
内
外
の
有
力
メ
ー
カ
ー
、
物

流
企
業
の
代
表
と
専
門
学
者
が
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
管
理
の
理
論
と
実
践
、
問
題

に
つ
い
て
討
議
を
行
う
。

深

で
購
買
・
供
給
フ
ォ
ー
ラ
ム

国
内
メ
ー
カ
ー
の
国
際
化
を
推
進

■
『
人
民
日
報
』
２
・
28

三
月
二
五
日
か
ら
二
七
日
ま
で
、
深

の
銀
湖
山
庄
に
て
交
流
、
促
進
、
発
展
、

協
力
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
深

・
第
一
回

中
国
製
造
メ
ー
カ
ー
国
際
購
買
と
供
給
ト

ッ
プ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
る
。
商

務
部
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
の
リ
ー
ダ

ー
お
よ
び
一
〇
〇
〇
以
上
も
の
企
業
の
代

表
取
締
役
が
参
加
す
る
見
込
み
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
、
国
際

間
の
協
力
と
交
流
は
中
国
国
内
メ
ー
カ
ー

の
生
存
と
発
展
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
こ
こ
数
年
、

中
国
経
済
の
対
外
依
存
度
は
増
加
し
、
国

際
的
な
顧
客
の
要
求
は
ま
す
ま
す
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。
一
方
、
国
内
の
低
付

加
価
値
品
生
産
能
力
は
過
剰
に
な
っ
て
い

る
が
、
中
国
国
内
の
メ
ー
カ
ー
に
は
中
小

企
業
が
多
く
、
国
際
市
場
を
開
拓
す
る
と

い
う
創
造
性
に
欠
け
て
い
る
。
国
際
市
場

の
開
拓
と
い
う
課
題
を
解
決
す
る
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
る
。


